
 
 
 
 
 
 
 
 

世田谷区発達障害支援基本計画（素案) 

 
 策定の背景とこれまでの取り組み 

 「世田谷区発達障害児支援基本計画」の策定から 7年が経過し、発達障害に対する認知度
は高まり、障害理解が進む中、発達障害を取り巻く環境は大きく変化してきた。また、区の

取り組みも児童期の支援に留まらず、成人期の支援を開始するなど拡充を行ってきた。 

こうした状況を踏まえ、「世田谷区発達障害児支援基本計画」を見直し、新たに幼児期か

ら成人期までの一貫したライフステージに対応した計画の策定を行う。  
 
 計画の対象 

発達障害については、手帳制度が無いことに加え、障害であるか個性であるかの判別がし

にくいといった特徴を踏まえ、本計画では、診断や手帳の有無に関わらず、その特性により

困難が生じている区民を支援の対象と捉える。 
 

中核拠点の役割 

日常の生活場面で適切な対応や配慮が受けられるよう①専門職の配置による療育 ②障

害理解促進 ③相談・アセスメント及びフィードバック ④関係機関支援 ⑤保護者支援 

⑥連携の基盤づくりを行う。 

 

計画の推進 

・専門機関と日常生活に関わる機関、その他相談機関等が連携し、支援の展開を図る。 

・専門家による「発達障害支援アドバイザー会議」を設ける。 
・年度ごとに計画の推進状況の確認を行う。 

 基本目標、基本的考え方、方向性に基づき、6つの項目を設定し、今後の施策展開をまとめた。 
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（２）当事者本人への支援 

（５）相談支援体制の連携 

（１）障害理解の促進 

（６）ライフステージを通した支援 

（３）保護者・家族への支援 

（４）関係機関への支援 

地域社会に対する障害理解の促進 

地域生活を継続するための本人への専門的支援 
社会参加の機会の確保 

身近な支援者である保護者や家族への支援 

地域で当事者に関わる支援者のスキルアップ 
発達障害支援を行う機関への支援 

困り感に寄り添い専門的な相談支援 
必要な支援にたどり着ける多様な連携体制 

支援情報の引継ぎ 
途切れのない支援体制と支援のコーディネート 

  

概要版 

基本目標 方向性 

早期に必要
な支援に繋
がることが
できる支援 
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ライフステージを通した支援のイメージ図 

 
  
 
 

 
        
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぷらっとホーム世田谷   

乳幼児期 学齢期 若者期 成人期 
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発達障害相談・療育センター「げんき」（相談・地域支援機能） 

発達障害相談・療育センター「げんき」（療育機能） 発達障害者就労支援センター「ゆに（UNI）」 

発達障害支援相談員（発達支援コーディネーター） 

・児童館 ・子ども家庭支援センター 

・特別支援教育 

・新ＢＯＰ ・若者総合支援センター（メルクマールせたがや、せたがや若者サポートス

テーション、ヤングワークせたがや） 

・自己認知促進プログラム「みつけば！」 

・あんしんすこやかセンター ・社会福祉協議会 ・民生委員･児童委員 

・母子保健 ・おでかけひろば 

・保育園、幼稚園 

○新高校大学世代に対する社会的自立に 
向けた準備の機会の創出 

連携 （多様な相談・支援機関が有機的な連携を図れるよう、学習会や事例検討会などを実施し、各機関の課題認識を共有しながら連携の基盤づくりを行う） 

 


